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波長分割多重通信には波長合分波器は必須であるが，シリコンフォトニクスにおいては未だ高性能なデバ

イスが開発されていない．我々は CMOS 互換プロセスを用いて様々な機能デバイスを製作・実証してきたが，

今回はシリコンフォトニクスの微小性を生かした自由度の高い 2種類の波長合分波器を理論的に検討した． 

一つ目は図 1(a)に示すような非対称マッハツェンダ (AMZI) 型 1)である．ここでは新たに設計した 2×2MMI

カップラを使用する．(b)のように非対称テーパ導波路を利用すると，3 dB カップラとしての過剰損失を 0.2 dB

以下に抑えられる．(c)は分波スペクトルであり，出射 8チャンネルの帯域幅は 3.5 nm，FSRは 40 nmである．

二つ目は図 2(a)に示すような 2次または 4次直列結合マイクロリング共振器 2)である．リングの形状を三角形に

することで，前後の結合と位相調整を各辺に割り当てることができる．その上で大きな FSR を確保するため，曲

げ半径を 2 m とし，低損失化のために導波路オフセットを導入している．(b)は損失を考慮しないときの分波ス

ペクトルであり，帯域幅は 4.6 nm，FSR19 nm である．ギャップ幅と結合長を最適化することで，通過帯域で平

坦スペクトルとなるバタワース特性や良好なロールオフを示すチェビシェフ特性が得られる． 
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